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栽植本数試験  山内村,南郷

裁植本数試験  羽後町,田沢
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45～ 47年夏秋専用

48年春秋兼用

用が効果を表わしているが,成口では効果が少ない。  植付本数 もできるだけ多 くすることが能率増進につな
いずれにしても新たに,山 間傾斜地に桑日を造成する  がるものと考 えられる。
場合は,充分な深耕 と,土猿改良を行い,10a当 りの

さし木による速成桑園の技術確立試験

― 枯
死 株 の発 生 に つ い て 一

菊  池  宏  司
(岩手県蚕業試験場 )

問題点がある。
1 ま え 力ヽ き

本年で造成 10年になる桑園もあるので, 一応,枯

桑 を密に植付け,生産性を高めたり,機械化に適応  死株の発生の状況について明らかにし,こ れと収量 と
させようとする試みが行なわれている。その方法には,  の関係から維持年限について考察 し,ま た収穫法 と粘
桑古を用いるもの°)11)の他,交雑実生によるもの

7)ゃ   死株の発生との関係から収穫時の留意点を指摘 した。
古条を用いるもの2)o)`)な どがある。古条を用いる方

2試 験 方 法法は,発根性の優れた桑品種を用いるか,発根を良好

にする技術が必要であるが,幸 い寒冷地帯では発根の   1 年次,1枯死株の発生について
非常に良い桑品種である剣持が栽培されている。      1971年 に造成 した 10a当 り11,558木 さしの圃場
そこで剣持 を用いてマルチング古条さし木により遠成  ぉょび '66年 に造成した 15.000本 , 6``4本 , S,000
桑園を造成する方法

3)に ついて 1965年 か ら試験を開  本さしの回場 を供用 し,各年落葉後の結死株の発生に
始 し,本誌5)に も発表 した。その後,造成。管理,収穫  ついて調査 した。
法などさらに技術の改善 をはかっているが,本法は従   2 晩秋蚕期の残葉数が翌年の生育に及ぼす影響に
来の桑園にくらべ極端な浅植密植となるので,粘死株    ついて
の発生や維持年限などは明らかにしなければな らない   1965年に造成 した la当 り750本 さしの圃場を供用
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夏秋専用,初秋基部
40"残 し%伐採,晩秋
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被害で晩秋のみ収穫
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し, 67年 は春切 し,初秋蚕期に
'株
1校条残 しに間

引収穫 し,晩秋蚕期 (9月 16日 )に それぞれの残葉

数 となる高 さで中間伐採収穫 し, '68年 春蚕期 (6月

17日 )に 調査 した。

5 初・ 晩秋の収穫法 と枯死株の発生について
1972年 に造成 した 10a当 り

'5,000本
さしの回場 を

供用 し,'75年 に春切 し,初秋蚕期に各 々の区によっ

て収穫 し,晩秋蚕期 (9月 26日 )に 再発枝を収穫し,

'74年 の春発芽後に枯死株の調査を行なった。

3 試験結果および考察

1 年次,1枯死株の発生について

さし木速成桑目における枯死株は年次をおって多 く

なった (第 1表 )。 10a当 り11.538本 き しお よび

15,000本 さしの回場では 1年 に 4～ 5¢ の発生割合で

あり, 6664本 さしおよび5,000本 さしの回場では1～

2¢ の発生割合であった。

第 1表  年次別枯死株の発生状況

と関連 しており,成木 となってか らの比較では安定す

ることを示 し,さ し木速成桑園の欠株の発生が直接に

収穫量を左右するものでないことを示 しているものと

考えられる。また,収穫量が普通桑園なみでなくなっ

た時 を維持年限 とするならば, 9年 目においてもそれ

に連 していないものとみ られる。 しか しながら,1971
年, '74年 など初冬から翌春までの気象の厳 しい年に

は,枝条の粘れ込みや収量の減少が普通桑園より大き

かったことなどからみて,気象条件の厳 しい地帯にお

いては, このような年に枯死株が急増することも懸念

されるので,維持年限については一概に結論づけられ

ず,以後の試験に待たなければならない。

2 晩秋蚕期の残葉数が翌春の生青に及ぼす影響に
ついて

残葉数が少ないほど枝条の粘込みが多 く,新相量は

少な くなった (第 2表 )。 ことに残葉数 0の ものは枝

第 2表 晩秋蚕期の残葉数 と翌春の生育

条の基部まで枯れ込み,枯死株 となったものがほ とん

どであった。残葉数が 5枚 のものは粘込長割合 15¢

であり,枝条の枯れ込みはあったが枯死に至る株は認

められなかった。また,残葉数の増加に伴い,翌春の

収穫断檎量は大幅に増加 した。 このことから初秋蚕期

に間引 した枝条から晩秋蚕期に中間伐採 して収穫する

場合には少な くとも 5枚 を残すことが必要 と.思われる。

普通桑園において前年晩秋の収穫量 と翌春の収穫量 と

の関係は荒川 ')が指摘しているが,さ し木速成桑園にお

いてはこの傾向がさらに強 くあらわれるようである。

また,1'74年初秋間引収獲,晩秋 1れ 残しの回場は,

'75年 の春には著 しい枯込みをきたしているが,冬期

間に異常な低温がありその影響と考えられる。 しか し

間引収穫を行なわず,中間伐採によって収獲 したもの

はこの現象がなかったことから,気銀条件のきびしい

地帯にあってはこの方法で影響を緩和できるものと思

われる。 この関係は,普通桑日の寒枯発生と収穫法 に

一方,収穫量の推移 を普通桑園と対比してみると (第

1図 ), さし木遠威桑園は 4～ 5年 目までは収量が多

いが,そ の差は年次をおって小さくなり, 6年 目では

普通桑園より少なくなっている。 しかし, 7年 目以降

は普通桑園と同等かやや多い程度で推移 している。 こ

のことは,普通桑目の成木 となるまでの生産量の動き
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ついて田口
Ю)が 指摘 したことと同様の傾向を示 して

いるものと思われる。

3 初・晩秋の収穫法 と枯死株の発生について

初・晩秋とも中間伐採によって収穫する場合の収穫

部位 と粘死株の発生について調査 した。初秋蚕期の伐

採位置が低いほど枯死株の発生は多 くなり,再発枝を

晩秋蚕期に基部から収穫するとこの傾向はさらに著し

くなった。 このことから,春切桑園での初秋の全伐収

穫は60"以上を残 して収穫 し,再発枝を晩秋に収穫
する場合は,再発校の基部に残葉 されるような収穫法

とする必要がある (第 5表 )。

第 3表 初・晩秋の収穫法 と枯死株の発生

が時期によってことなることに関連 しているものでは

ないかと考えられる。

4 あ と が き

さし木による速成桑園においては年次をおって枯死

株が多 くなるが,収穫量へ直接影響 しているとは思わ

れないので,こ れによっては維持年限 を推定できない。

しか し,気象災害や無理な収穫法を行なえば,枯死

株が多発し,急激な維持年限の短縮がなされるおそれ

がある。
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また,初秋蚕期の伐採月日によっても枯死株の発生

割合はことなり,7月 31日 , 8月 5日 伐採の両区は,

それ以前,そ れ以後の伐採のものより発生割合が多か

った。このことは大山')が伐採時期と再生長 との関係で

指摘 したように,貯蔵物質の消耗の程度や蓄積の状態

密 植 桑 園 の 雪 害 に つ い て

入鍬  春美・ 中野 修一・佐藤喜美雄
(蚕糸試験場新庄原蚕種試験所 )

1ま え が き

桑園の生産性向上の一技術として,桑古条さし木利

用による速成密植桑園の造成試験が岩手県査試等にお

いて行われ,造成管理,収穫条桑による飼育体系化試

験などについて報告 されているが,著者 らは横雪地に

おいて速成密植桑園の造成が可能か否かを検討する目

的で,中雪地 として最深積雪量の平年値が 143"の 新

庄原蚕蓬 試験所構内桑園,多雪地として最深積雪量の

平年値 350磁の山形県最 上郡大蔵村肘折地区の桑口を

供用 し, 10a当 た り 15,000本 さしの密植桑園を設定

し用途別に分け雪害を調査 したので,そ の結果の概要

を報告する。

2 材料及び方法

1974年 5月 , 両地区にポ リエチレンフィルムでマ

ルチしたさし床を準備 した。 さし床にはネパ リン 10
アール当たり300″ を施用 し,除草剤 としてCAT lo

アール当たり200,,ト レファノサイ ド3り を施 した。
フィルムの厚 きは Q崚 同 ,幅 135"の ものを用いた。

さし床幅 を 1れ とし,畦幅 20", 株間 15"の 6列

さしとし,桑品種は剣持 を用い,さ し穂の長さは 15


